




書館に働く人の総数は、3 万 7423 人です。そのうち、専任・兼任を合わせた常勤職員は 1
万 2930 人、それに対して非常勤・臨時職員が 1 万 5822 人、委託・派遣会社の職員が 8671
人（なお非常勤・臨時職員や委託・派遣職員は、延べ人数ではなくフルタイム換算です）1）
です。
　図 1 は、5 年ごとでみた図書館数と雇用形態別の職員数の変遷です。変化が顕著になり始
めた今から 20 年ほど前の 1992 年では、非常勤・臨時職員を含めて図書館に働く人の総数は、









1990 年代後半 1 万 5000 人以上あった専任職員が 1 万人規模に近づき、今では図書館で働
く人々全体の 34.5% にまで減少したのです。社会全体のいわゆる非正規雇用は 2012 年で




























































のです。PFI のキー概念は VFM（Value for Money、使われる税金に対するサービスの総
量の比：これまでのサービスが 50 億で行われてものが、たとえば 40 億でできれば、20％
の VFM が得られると計算します）で、事業規模が大きいほどその VFM は大きくなる可能
性がありますから、大規模な図書館や地域の再開発と一体となったものがこの対象となって








としたグループが PFI を仕組んだもので 6）、2009 年
に開館しました。外部の市街整備建設費（1520 万ポ

















　ごく最近の PFI 図書館の例は、 
2013 年 5 月再開館したリバプー
ル市図書館（18,000 平米）です 8）







































Institute of Public Finance and Accountancy）の調査によると、2010 年度調査ではイ
ングランドで 3300 の公共図書館に、2 万 1000 人のボランティアがカウントされました。
この数値は 2006 年度以来 5 年間で 70% の増加です 13）。またこの翌年度の統計では、幸い











きました。2010 年度の数値ですが、図 7 にみるように、デンマークでは 67.8％、スウェー
デンでは 58.9% です。スウェーデンが近年急速にそれを下げていますが、オランダの
54.5% やイギリスの 47.3% に比べてもまだ顕著な差があり、わが国とデンマークとの差は
29.3% にもなっています 15）。
　しかしこれらの国においても、他の先進国と同様にマクロ経済の悪化は不可避でした。
1990 年代、デンマークは失業率 12% を記録しましたし、スウェーデンでは金融自由化後
にバブルが発生してきわめて深刻な経済・財政危機に襲われました。当時デンマークの政権
をとっていた社会民主党が新自由主義的な経済政策に転換し、国営企業の民営化、地方分権、

















257 館から 98 館に減少しました。期待される役割が実行できるのに十分な規模を確保する
という意図ではありましたが、同時に小図書館の多くが閉鎖され、 681 館あったものが初年

































口 80 万の市立図書館の総数は現在 51 館）が








































万 8000 平米あり、8 層の建物です（2007 年
7 月開館）。この図書館の特徴は、利用者を縛
る規則も最低限に抑えられ、図書館にいると
い う こ と を あ ま り 意 識 せ ず（ 開 館 時 間 は、
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